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 第２期考査が終わり、今年度もいよいよ後半戦へ。お

盆が過ぎても猛暑が続いていましたが、さすがに秋らし

い季節になってきました。総合型選抜入試が始まり、来

月には例年より１か月遅れの就職戦線もスタートします。

またスポーツも各競技で新人戦が行われるなど、コロナ

禍の中でも、それぞれが工夫をしながら感染症対策をし

ながら、止まっていた日常が動き出しています。「○○の

秋」と言われるように、勉強にもスポーツにも最適の季

節を迎えています。各自がそれぞれの目標に向かって最

善を尽くすことを祈っています。 

＜全校礼拝より＞ 
 新約聖書 マタイによる福音書 5 章13 節～16 節  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新約聖書 マタイによる福音書 7 章1－5 節 



＜部活動の活躍から＞ 
（8/29） 

１年 60kg級①石綿温人 66kg級③勝田隆暖 73kg
級①外浦風汰③栄真智 81kg級①佐々木康太③山田煌

晟 90kg級①佐藤真将 100kg②菊地悠希 
２年 60kg級①安部将 90kg級①土屋琉空 
100kg級①杉山治樹 

（9/11～13） 
3000ｍ障害①若林夢希④松浦海翔 5000ｍ①大宮大虎 
（上記３名に5000ｍ佐々木稼全が東北大会へ） 

（9/18～27） 
１回戦７－０（七回コ）大東 ２回戦７－０（七回コ） 
水沢商 準々決勝７－１専大北上 準決勝７－２花巻東  
決勝５－２一関学院 ※３年連続12回目の優勝 

＜戦争について考える＞ 

 今年は戦後75年の節目の年、戦禍を生き延びた人々

は高齢化し、あの時のことを知る人は減ってきています。

健康への不安、薄れる記憶。しかし平和への思いを若い

世代へ託そうと、発信を続ける人もいます。直接話を聞

くことができなくとも、メディアのみならず読書や映像

を通して知ることもできます。 
 私は最近、「小さいおうち」（中島京子）を読みました。第

143回直木賞を受賞したこの小説は2014年に映画化も

されました。元女中の女性が、自身の回想録を元に、か

つて奉公していた「赤い三角屋根の小さいおうち」に住

んでいたある一家のことを顧みながら、ある「密やかな

恋愛」について回顧する物語。昭和11年から次第に戦

況が悪化していく中、東京の中流家庭の生活が描かれて

います。決して大げさには描かれていませんが、忍び寄

る戦争の足音が不気味です。それから大林宣彦監督の遺

作となった映画「海辺の映画館～キネマの宝箱」を観まし

た。海辺の映画館の観客である現代の若者3人が、映画

と戦争の歴史の中にさ迷い込み、いろんな時代や空気の

中で、様々な体験を重ね、人として成長していくという

ストーリー。前半はいわゆる大林ワールドになかなかつ

いていけません、しかし中盤からは画面にのめり込み、

特に後半の移動演劇隊“桜隊”（岩手県出身の園井恵子も

勿論登場します）が登場する原爆投下前夜の広島の場面

からはもう涙が止まりません。過去は変えられないが未

来は変えられる。平和を願ってこの作品を作りましたと

ピアノを弾きながら語る監督の言葉で、映画は終わりま

す（実はここにも仕掛けがあります）。癌に侵され命がけ

で作った監督の冥福を祈ると共に、戦争を知る人からの

バトンを確実に受け取る覚悟も新たにしたところです。 
 
今月の言葉 
「恋人を自ら選ぶ心で、平和を手繰り寄せなさい」（「海辺の

映画館～キネマの宝箱」より） 


